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ために、約 10 年おきに改訂がおこなわれている(2)。 
次に 20 年間にわたり、2 回の改訂を経てきた総合的な学習について、3 回分






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































備考・1999（平成 11）年の学習指導要領は、1999（平成 11）年 3 月告示当初のもので
ある。2002（平成 14）年 5 月、2003（平成 15）年 4 月、2003（平成 15）年 12
月に一部が改正されている。 
  ・2009（平成 21）年の学習指導要領は、2009（平成 21）年 3 月告示当初のもので
ある。2009（平成 21）年 12 月、2010（平成 22）年 5 月、2012（平成 24）年 6
月、2014（平成 26）年 1 月に一部が改正されている。 




















































































単位数に置き換えれば 1～2 単位ということになる。また、2009（平成 21）年
の学習指導要領では、単位については，1 単位時間を 50 分とし，35 単位時間
の授業を 1 単位として計算することを標準とするとした上で、標準単位数を 3
～6 単位(5)としている。2018（平成 30）年の学習指導要領も同様である(6)。こ
れは、1999（平成 11）年に標準単位数が 2 単位だったものが、2009（平成 21）
年以降は、現在まで 3～6 単位ということになった。つまり、高等学校入学時か
ら、週 1 時間は総合的な学習の時間の授業があるということを意味している。

























































































































































































































































併設型中学校をつくられた。40 人定員のクラスで 2 クラス分が中学生の卒業生
で、高等学校から 6 クラス分の生徒が加わり、合わせて 8 クラス編成で学年が







ちを中心として行う文化祭が 1 回と計 2 回も実施している。合唱祭も市内の文













































































高等学校では 1 単位は 1 時間に相当するので、毎年、週 1 時間の授業というこ




































































































写真 2 自由研究の様子（化学室） 
 















その後、約 1 年間、研究を続ける。3 年生は受験があるので、1 月にレポー














9 月は、中間発表会で、一人 10 分程度、研究の進捗状況について話をする。
このような発表会を催すことで生徒の研究活動に刺激を与えることになる。一






表 2 年間指導計画 
















































1 年を通じて肝心なのは、やはり 4 月当初の学校全体で統一をとった動きを






表 3 「総合的な探究の時間」の 4 月の指導計画 
 














































ごとに顧問が優秀な作品を 1～2 点選んで推薦する。 
そののち、推薦された生徒は、「自由研究」のレポートの成果の概要を A4 版
2 段組 4 枚以内にまとめて提出し、これらをまとめて『自由研究紀要概要集』
（写真 4）として製本して、1 年生から 3 年生までの全生徒に配布している。
このほかにも 4 月入学予定の中学生にも入学候補者説明会でこの紀要を配布し
ている。集められた全ての 1・2 年のレポートは翌年度の 5 月頃に図書館に展
238 
示し、その後 9 月頃に生徒に返却するようにしている。3 年生は卒業式前に返
却している。 
毎年の優秀作品によって作成される紀要の 2013（平成 25）年度から 2016
























































日本史では、表 4 にある「大相撲の歴史」（2013 年度番号 7）、「太平洋戦争
の歴史」（2014 年度番号 1）、「骨が語る日本列島人の歴史」（2016 年度番号 3）
など、授業で学んできた知識を基盤にさらに主題を決めて研究活動を行ってい







写真 6 演奏発表の様子 
（選択音楽の授業） 



















うな科目ごとの 5 段階や 10 段階などの評価はせずに、どのようなことをした
のかを文章でまとめるという形式である。自由研究カード（資料 4）の顧問記
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